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九州四万十等日向大河内地域の地質*

田 中 健 一**･岩 松 嘩**

抄 録

本給の主たる対象とする日向大河内地域は,九州四万十帝北東部に位置している.

本地域の四万十累層群は岩相,岩石の被った変形の程度および変成作用から5つの層相

ユニットに区分される.これらは構造的上位から下位に向かって,尾崎山ユニット,三万

番ユニット,吐野ユニットならびに大赦ユニットである.

尾崎山ユニットは主に砂乳 質碧からなる.三万番ユニットは,片状砂岩とチャー トを

挟在する千枚碧からなる.大河内ユニットはメランジ忠相で特徴づけられる.このユニッ

トはさまざまな岩槻よりなる磯を含む片状の欝碧(携質常磐)や緑色磐額,珪質常磐よりな

る.磯野常磐には断層ないし野断帯率の断層碧に輝似した弊断変形組織が認められる.吐

野ユニットは砂岩常磐互層ならびにスランプ磯を含有する寛恕よりなる.大薮ユニットは

主に塊状の常磐からなり砂岩碧塊を伴う.Jこれら5つのユニットにはスランプ構造の発達

が認められる.また,全ユニットはほぼ北東一南西の走向 ･北磯斜である.しかし,詳細

に検討すると衆一酋 トレンド･酉プランジの軸を宥する摺曲が存在しており,全ユニット

はこの殉曲に参加している.

本地域では四万十累層群にアプライトが質入している.質入時期は中期中新世 と考えら

れる.

更新銃 と考えられる屋敷野層は, 層犀約 10mであり,疎,砂,シル トならびに粘土か

らなる.本腰は匹l方十累層群を不鷹合に覆っている.

キーワー ド:四万十累層群,延岡構造線,大審衝上断層,アプライ ト

31

1. は じ め に

宮崎県日向大河内地域は地体構造区分上,仏像構造線以南の九州四万十輝北帝ならびに

南軍の境界郡にあたる(図1).この他体構造区分上の境界は橋本ら(1956)によって授唱さ

れた延岡一紫尾山構造線,今井ら(1971)の延岡構造線ないし今井ら(1979)の延岡衝上断層

に相当するものである:そのため,九州における四万十帯の"構造線"の通過位置や,地

体構造区分,テクトニクスを考える上で,本地域をはじめ前述の"構造線''が通過すると

考えられる地域は,四万十帯研究の塵要なフィールドとなってきた.そのよ.うなフィール

ドの-つである本地域ならびにその周辺地域における四万十帯研究に関する報告は,本

地域に関しては橋本(1957)ならびに野田 ･橋本(1958)によって,神門地域に関しては主

に今井ら(1979)や田中ら(1992a)によって,尾鈴山地域に関しては木村ら(1991)によっ

て,人吉地域に関しては主にMurata(1987a)によってそれぞれなされている.しかし,
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田中健- ･岩松 輝Fig.1 GeologicalmapoftheShimantoBeltinNEKyushushowingthestudyal･ea.
Compiicdfrom Teraokai,ial.(1981)aridTanakaelal.(1992a).LegelldofFigureB;

1:Lowel･MorotsukaGroup;2:UpperMorotsukaGroup;3:MikadoFormation;4:lly咽
aGroup;5:granites,･6.･ael'

dicturf.図1 九州四万十輝北衆部の概要と研究対象地域の位置.寺岡ら(]981)および旧中ら

(1992a)をコンパイル.B図の凡例 :1:下部紗家層群 ;2:上部諸塚層群 ;3:神門層 :

4:創句]因群 ;5:花樹碧輝 ;6

:酸性凝灰岩輝.本論の対象とする日向大河内地域の四万十帯に関する過去の報告(橋本,

1957;野田 ･橋本,1958)は,四万十帯が時代未詳の申古生層として取り扱われてい

た時期になされたものである.そのため,本地域では,今日までの四万十帯研究の成果を

考慮した上での地質ならび地質構造の再検討が

必要とされていた.このような現状を踏まえ,1990年以降,筆者らは神門地域西部よ

り本地域にかけての一帯の調査を行ってきた.田中ら(1992a)では神門地域西方の椎葉村

尾崎付近から南郷村鬼神野付近の四万十帯について報告した(図2,3).本論ではこれら

の地域に隣接する,日向大河内地域の地質図(図4, 5)を公衆するとともに各種碧相と構

造の記載を行うことを目的とした.但し,田中ら(1992a)で報告した地域と本地域は地質

的に隣接する地域であるので,田中ら(1992a)で述べることのできなかった内容について

も含めて本論で報告する.また,四万十累層群以外の地質についても,その-郡に

ついて報告する.2. 日向大河

内地域の地質概要日向大河内地域の地質図を図4に示す.本地域の基盤をなすのは,

ほぼ中生代白亜紀～新生代古第三紀にかけて形成された四万十累層群である.但し,ごく

-部に新生代新第三紀中新世中期の年代を示す市欝山花尚閃緑岩体の衛星岩体とみなされ

るアプライトが存在する.四万十累層群は砂岩 ･房碧などの堆機碧類,玄武岩質火山岩頬

起源の緑色碧頬を主体とした大規模な地質体である.本地域の四万十累層群は,広域変成

作用を被っており,砂岩の--増βや貫岩は千枚岩もしくは準片岩と呼ばれる片状蜘 こなって

いるものが多い.蕊た,本地域は同時に急峻な山岳地帯でもあるため,片状岩に特有のク
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Fig.
2GeologicalmapofthewesternMikadoarea(pal･tlyafterTanakaeia乙,
1992a).
Legend;1:ss;2:sh;3:schistosess; 4:phyllite;5:bloclrrichsh;

6:greenrocksol-SiH.s
h;7:alt,
bedsofssandsh;8:sh;9:ss;10:sh;ll:beddingplaneorschistosity;12:synclinalaxis;13:anticlinalaxis;14:
faultandinferredfault;(ト2:OsakiyamaUllit;3-4:Sanbo-dakeUnit;5-6:OkawachiUnit;7-8:王iakinoUnit;9--ま0 :OyabtlUnitHss:satldstone;

sh:shale).
図2禅門地域 西方の四万十欝の地質図一-部,

E3中ら(1992a)による
凡例:i:砂岩:2:貫岩:3:片状砂岩;4:千枚岩:5:硬質貢岩;6:緑色岩額･蓮質貰岩:7:砂岩貢岩互層:8:貢岩:9:砂岩:10:貫岩;ll:層覆面･片理面

:12:向斜極:13:背斜飴:14:断層暮推定断層:(1-2:尾崎山ユニット:3-4:三方岳ユニット;5-6: 大河内ユニット;7-8:吐野ユニット:9-10:大薮ユニット) )TL..JH[lLj.)ここi

;;I壬
.i)hi
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が発生している(岩松 ･下川,1986).片状岩に伴う緑色岩燐は,塊状堅固な岩石である

ため息崖を形成しやすい.さらに人家大の転石や崩落が頻繁に発生している.基盤岩塀を

覆って,第四紀更新世に形成されたとみられる河川成堆積物や湖成堆啓物が椎葉村屋敷野

付近や大河内陣付近に存在する.これらは,砂磯を主体とし,シルトや粘土を伴っている.

地形的には尾根沿いや山腹の援傾斜地によく発達している.これらはアカホヤ火山灰(町

田 ･新井,ユ978)に被覆される場合がある.さらにこれらを覆って,ごく敢近に形成され

たとみられる山盛崩壊堆啓物 ･土石流堆機物 ･座錐堆積物が発達している.とくに稚寒村

広野付近の三万番西側斜面には扇状地堆積物がよく発達している.

LEGEND皿 1m 2mm 3 旺Ⅲ 4 琵雲5轡 6ⅧⅢ 7 匪璽 8 巨ヨ 9Fig.3 Geologicalprofiles.LocationsareshowninFig.2
.Legend;1:sh;2;ss;3:phyllite;4:sc･histosess;5:bloclぐrichsh;6:greenrocksandsill.sh;

7:all.bedsofssandsh;8:sll;9:sh;(ト2;Osakiyama Unit;3-4:Sanbo-da虹eUnit;5…61,0kawachiUnit;7

-8:Hakino Unit;9:OyabuUllit).図3 地質断簡乳 断面図作成位徴は図
2に示す.凡例;1:賞碧 :2:砂岩 ;3:千枚碧 ;4:片状砂岩 :5:疎質貫碧 :6

:緑色磐頼 ･珪筋賞碧 ;7:砂岩常磐互層 :8:寛恕 ;9:貰碧 ;(ト2:尾崎山ユニット;3-4:三方虜ユニット;5-
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3. 九州四万十等研究の概要

九州四万十帯(図1)はかつて時代未詳層群として一括されていたが,橋本(1962)によ

る先駆的な研究によってはじめてその概要が明らかにされた.橋本(1962)は,九州四万

十野をそれぞれ北東一南西走向で帯状に配列する六つの地帯に区分し,各地帯が断層関

係にあることを示した.また各地帝を区分する断層のうち延岡一紫馬山構造線(橋本ら,

1956)を蕊要とし,この構造線以北を北部池野,以南を南部地帯とした.今井ら(1971;

1975;1979)は九州四万十帯の碧相,変成作J軌 地質構造などを検討し,橋本(1962)の

F
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地体構造区分を再定義した.このなかで,白亜系が諸塚層群,古第三系が禅門層,日向層

群などに区分された.また,延岡一紫馬山構造線を白亜系と古第三系を墳する構造線とし

て,新たに"延岡構造線"(=延岡衝上断層)と再定義した.なお,今井ら(1979)の大薮衝上

断層は,栖本(1957)および野間 ･橋本(1958)の大薮衝上断層ないし橋本ら(1956)の延岡一

紫馬山構造線に相当すると考えられる.勘米良 ･坂井(1975)や坂井(1978),坂井 ･勘米良

(1981)は,九州東部地域の四万十準についてその層相や構造を詳細に調べ,四万十幣をプ

レ-トテクトニクス静に基づく付加地質体として認識できることを示した.寺岡ら(1974),

寺岡(1979),岡田(1977)は九州四万十帯の砂岩組成について研究し,砂岩による地層対比

が可能であることを示した.また,寺岡(1979)は,四万十帯が複瓦状構造をなすことにつ

いては勘米良や坂井ちと同様の立場をとったが,堆積物は"海側"からではなく"陸側"か

ら供給されたとして付加体説に対しては反論を示した.小川内ら(1984)や安武ら(1984)は

延岡市や佐伯市付近の海岸地域の地質構造について調査し,そこでは衝上断層による閣瓦

状構造よりもむしろ,相曲によって地層が繰 り返しているとした.この頃から,放散虫や

浮遊性有孔虫などの微化石によって,九州四万十帝の地質時代が判明するようになってき

た仲 使古 ･西村,1979;小川内ら, 1984;坂井ら, 1984;奥村ら, 1985;酉, 1987:

米田 ･岩松,1987;Nishi,1988;木村ら, 1991).このうち酉(1987)や Nishi(1988)な

どによって,北西から南東に向かって順次配列する四万+帯の各層はスラス トによって飯

度も繰 り返しながら,地質時代が,より南東側のものほど若 くなるという極性が指摘され

た.これらによって九州四万十帯が付加コンプレックスであるという考え方が今日,定着

しつつある.なお,Mul･ata(1987a,b),米田 ･岩松(1987)は九州四万十帯の屈曲構造

について研究し,これらが中期中新世の酉南日本弧の時計回り回転によって形威されたこ

とを指摘した.

しかしながら,九州山地を中心として現在でも依然として,岩柏や地質構造,地質時代

の不明な地層群の調査や研究に関する報告が十分になされていない地域が広く分布する.

四万十帯を付加コンプレックスとして認識し,そのテクトニクスを談論するためには,こ

のような詳細の不明な地域に関しても研究 ･調査対象を拡大し,その全貌が明かにされる

必要がある.

4. 岩相の記載ならびに層相区分

九州四万十帝では橋本(1962)をはじめとしてこれまでいくつかの層序区分が示されてき

たく図6).例えば本地域周辺では,禅門地域における今井ら(1979)の層序区分がよく知ら

れている.しかし,今井ら(1979)の層序区分に限らず従来の層序区分においては,各地層

群の境界は断層と考えられており,部層ないし累眉間の関係は必ずしも腰停学的上下関係

を意味するものではなかった.層群や累層は本来,地層堆積時の累意関係を前提として設

定されるものである.しかしながら,本地域には種々の程度に,未聞結時の撹乱や岩石固結

後の遺構運軌 ならびに変成作用を受けた結果形成されたと考えられる複雑な岩相や構造を

有する磐石が広く分布している.このような地層群が分布する地域では従来の様な層序区分

は必ずしも適当ではなく,また,堆機層序の正確な確立は不可能に近いと判断される.

そこで本給では,本地域に分布する四万+帯の碧相,岩石の受けた変成作用の程度,碧



九州田方十幣日向大河内地域の地質
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は貫碧に鱗片状片理が発達することがある.砂岩貫岩互層のスランプ相でも同様にスラン

プ摺曲などが顕著に発達している.

砂岩は肉眼で-殻に背灰色～輿灰色を鼻する.砂岩の構成粒子は石英や長石を主体とし

ている.粒径は粗放～紬粒とさまざまである.淘汰および円磨度はともに憩い.また,義

質盤から本ユニットの砂岩はワッケ塾に分頼され,しばしば貫岩片をパッチ状に含む.一

般に塊状無層埋であるが,詳細にみると厚さ数cmの泥質部を伴っていることがある.比

較的規模の大きい露頭では節理の発達がよく認識できるが,おおよそ層埋面に平行なもの

と,層理蘭に垂直なものの発達が目立つ.常磐とは断層を介して按するほか,前述の様に

互層を介して貫岩に漸移している.

本ユニットはその碧相ならびに分布の連続性から,今井ら(1979)が神門地域において定

養した,諸塚層日之影層に対比できると考えられる.

4.2.三方岳ユニット

本ユニットは,片理の発達した砂質岩と泥質碧を主体とする.砂質岩ならびに泥質暑中

に発達する片哩は,肉眼によって露頭で十分に認識できる程度に発達している.このため

本給では本ユニット中の片理の発達する砂祭岩を"片状砂岩",泥質岩を"千枚岩"と呼ぶ

ことにする.これらは模式地の三方岳から大河内陣付近にかけての山頂部に分布している.

本ユニットの見掛けの層犀は900mである.地質図(図2,図4)では,本ユニットの暑

相を片状砂岩ならびに片状砂岩優勢互層,千枚岩ならびに千枚岩優勢互層の2つに区分し

て表現した.互腰部は単層の厚さ数cmの紬互層部から数mオーダーまでのものまでさま

ざまである.両碧相にはしばしばスランプ構造など未開結時の変形が認められる.

片状砂岩は,片堺が疎著に発達する砂岩であり,泥質な基質の多い片状砂岩では片理面

に沿って平板状に剥がれやすい性質を有している.砂岩の構成粒子は石英ならびに長石を

主体としており,しばしば火山岩片や常磐片を含んでいる.これら岩片は-般に片理蘭と

平行な方和 こ伸長したような形態を示しているのが,肉眼やルーペで十分にわかる.片状

砂岩の基質部の割合は15%以上であり,分頬上石質ワッケに相当する.片埋面に渡交す

る薄片での観察では,片理蘭の方向に平行に伸びる鼎色の"すじ'が多数認められる(図7).

F
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これは,微細な寮母鉱物の(001)面の走向配列によるものと推測される.この鼎色の"す

じ"徳,於保(1981)が北上山地のスレー トに関して報告した"dustypart"に相当するもの

と考えられる.砂岩中の砕層粒子の形態上の長軸は サ̀ L;"と平行に配列しており,みか

け上この方向で伸長しているようにみえる.砕層性石英粒子はしばしば波動消光を示すほ

か,変形ラメラ,癒合割れ目,亜結晶粒などの粒子内変形が認められる.とくに癒合割れ

目は粒子の艮軸方向ないし"すじ'の方向と直交方向に配列していることが多い(田中ら,

1992C).

千枚碧は,片状砂岩と同機に片理蘭に沿って剥離性に富み,平板状に割れやすいという

特徴がある.片埋面はときに著しい光沢を巌する.また,片理面上には鉱物の伸長線構造

が認められることがある.千枚碧にはしばしば砂質部もしくは珪質部と泥質部の微細互層

が認められる.とくに珪質部と泥質部の微細叢層郡は吉田(1981)がチャー トラミナイトと

して記載したものに相当すると考えられる.チャートライト様の千枚碧はしばしば層状チャー

トや,単層の厚さ5cm程度のチャー ト千枚碧董層に移化することがある.チャー トラミ

ナは再結晶によって肥大化し,石英漉集脈状に見えることも少なくない.千枚暑 中でも片

状砂岩と同様に dustypart様の顔色の サ̀ じ'の発達が認められる.鼎色の"すじ"は片

状砂岩中のものよりも密に発達し,その連続性も良い.砕層粒子の多くは,片状砂岩と同

様に"すじ"と平行な方向で伸長しているように見える.砕層石英粒子は著しい波数消光

を示し,変形ラメラ,癒合割れ目などの粒内変形もしばしば認められる.肉眼および鏡下

では片埋面や "すじ"を切って発達する微楯摺曲やキンクバンド,石英のプチグマ脈が認

められる.また,ごく稀に片理嚢面に石英脈で充壊され,S字状の割れ目の雁行配列によっ

て特徴づけられる羽毛状節理の発達が認められる.

本ユニットは,岩相ならびに神門地域からの連統性を考慮すると,今井ら(1979)の諸壕

層群八戸層および槙峰層,ならびに橋本(1957),野田 ･橋本(1958)によって命名された三

方岳累層に対比可能であろう.

4.3.大河内ユニット

本ユニットの分布範囲は,小丸川上流地域,椎葉村大河内地域,南郷村上波川地域に及

演.また,みかけのユニット層厚は平均500m,東大で1500m近 くに達すると見横られ

る.

本ユニットは,チャートや珪質砂岩,緑色岩額といったさまざまな種類の磯を包有し,

鱗片状片理の発達する貰岩を主体 としており,メランジェ様の層相を巌する.このような

岩石を本論では硬質質岩と呼ぶ.磯と基質の盛比はさまざまであるが,-般に基質の責め

る割合が高い.場所によってはまったく裸を含まず,鱗片状片埋のみ発達する場合も少な

くない.ときに砂岩貫岩の互僧都が認められ,スランプ相曲も頻繁に認められる.また,

部分的に直径5m程度の砂岩質碧互層のブロックがオリス トリス状に存在する場所が椎

葉村屋敷野付近など各所に存在する.裸のサイズは一般にpebble～bouiderである.磯は

引きちぎられたようなレンズ形を豊し,片理面に沿ってほぼ走向配列しており,見掛け上

片埋面と調和的な方向で伸長しているようにみえる.砂岩横にはラミナが認めれることが

ある.また,磯の配列の形態がレンズ相曲様である場合もある.さらに,裸の内部には磯の

長軸方向と審交する方向で頻繁に石英脈または方解石脈が発達する.ごく稀に割れ目に沿っ
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て泥の注入した構造が認められる.基質部では石英脈や方解石脈は-椴に片埋面と平行に

調和的に発達している.石英脈は鏡下で観察すると比較的細粒で等粒 ･多角形を巌する石

英粒子の集合体として認識される.石英粒子集合部では個々の粒子が著しく伸長したもの

が頻繁に認められる(図 8).伸長した石英粒子の多くには波動消光や変形ラメラのような
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れている(井上,1951;滑島,1980).本地域ならびにその周辺地域では,椎葉村大薮川

上流域の大河内鉱山や南郷村上渡川の五色鉱山がこれにあたる.両者はすでに閉山してお

り,稼行していない.これらの詳細かつ鉱床学的記載は本論の目的とするところではない

ので省略する.

大河内ユニットは暑相上の特徴ならびにその連続性から,今井ら(1979)の神門層にほぼ

対比できるといえよう.

4.4.吐野ユニット

本ユニットは単層の厚さ5cm～15cm程度の砂岩貫岩綿互層を主体とする.砂岩常磐相

互層には整然相ならびにスランプ相の両者が認められる.互腰部は-般に上方細粒化のシー

クェンスを示す.分布範囲は南郷村鬼神野,上波川埋葬,椎葉村大河内,大薮の-ツ瀬川

沿いである.砂岩は,比較的基質盛の少ないアレナイト型と基質盤の多いワッケ塾の間者

が存在する.貫岩にはしばしば,砂質のラミナが認められる.また,層理面とほぼ平行に

発達する剥離面が認められる.しかし-ツ瀬川沿いでは,塊状無層理ないし節理の発達が

認められるのみである.おそらく,市房山花尚閃緑岩体の熟的影響を受け本来層埋面と平

行に発達していた剥離衝が消失したのであろう.しかし,肉眼では,貫岩に鵜翠母の晶出

は認められない,また,鏡下では非常に微細な鼎雲母が認められるのみである.おそらく,

本ユニットは市房山花梅閃緑岩体の接触変成常数外縁部で熱的影響を被ったものと考えら

れる.

本ユニットのスランプ相では,さまざまな規模と形態を有するスランプ性摺曲が発達す

る.南郷村茶屋越えの林道沿いの露頭では著しく閉じた等斜殉曲の発達が認められる.と

くに変形の著しいものは,翼部において砂岩層はレンズ状の形態を示す-方,冠郡が孤立

して,一見レンズ摺血球の構造を妥している.露頭で計測できたスランプ性摺曲の半波長

は-般に5cm～30cm程度であるが,さらにこれよりも規模の大きいスランプ摺曲i)存在

している可能性もある.スランプ角磯として貫岩に包有されている砂岩のサイズは長径5

cm～5m程度におよぶ.南郷村鬼神野の小丸川右岸では長径4m～5mの砂岩のスラン

プ巨磯が多数認められる.その他,南郷相模寒林選では単層の厚さ2cm程度の砂岩頁碧

餓互層からなる直径 1.5m程度のスランプ巨磯が認められる.

本ユニットは,以上に述べた岩相の特徴ならびにその分布の連続性から今井ら(1979)が

禅門地域で定義した日向層群鬼神野層に対比されるものと考えられる.

4.5.大薮ユニット

本ユニットは鼎色貫岩を主体とし砂岩薄層や側方への連続性に乏しい地質図規模の砂岩

磐体を伴う.分布範囲は椎葉村大薮から南郷村上渡川付近にかけての地域であるが,さら

に南方の地域にも分布するものと考えられる.砂岩は周園の異色質暑 中に含まれるメガク

ラス トあるいはpebble～boulderのレンズ状の岩塊として頻繁に兄いだされる.とくに地

質図規模の砂岩岩体は南郷村上渡 川の渡川両岸ならびに稚寒村大薮付近の-ツ瀬川ならび

にその支流である大薮川沿いに認められる.本ユニットの層犀は1000m以上に連すると

見積られる.南郷柑樫薬の波川右岸の砂岩岩体は塊状無闇理である.砂岩の構成粒子は石英,

カリ長石,斜長石からなる.また,その基質盛は15%東浦でアレナイト型に分類される.
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-方,惟寒村大桑の木の砂岩岩体は成層しており,樫薬岩体のように塊状無層理砂岩では

なく,基質盤も15%を超えている.このように本ユニット中の砂岩は,吐野ユニット中

の砂岩と同様にアレナイトおよびワッケの開塾のものが存在する.

鼎色頁碧は-般に塊状無層理である.詳細にみると単層の厚さ2cm程度の砂岩薄層や

砂質ラミナを伴うことがあり,これによって層漫画が認定される.層理面に沿っては弱い

剥離面が発達する.但し,大薮川沿いでは層理面に平行な剥離性は認められず,全くの塊

状無層理となるこ肉眼では楯にわずかに鼎撃母の晶出が認められることがあり,鏡下でも

微細な鼎寮母の晶出が認められる.おそらく,大薮川沿いにおける本ユニットは吐野ユニッ

トと同様,市執心花園碧体の質入時の影静を動 ナたと考えられる.なお,層理とは無関係

な申～商角度の傾斜を有する節理蘭の発達が顕著で,これは冷却節理として形成されたの

かもしれない.

以上のような碧相上の特徴から本ユニットは,ほぼ今井ら(1979)の日向層群渡川層に相

当しているものと考えられる.

5. 貫入岩類および新期堆積物

ここでは,四万十累層群以外の質入岩輝,屋敷野層について記載する.

5.1.貫入岩類

本地域に存在する質入岩額は,椎葉村本郷の南南東約 1kmの地点に存在するアプライ

トのことである.アプライトは吐野ユニットの砂岩貰岩互層に貫入している.質入面はお

およそ吐野ユニットの層理画に平行と考えられる.吐野ユニットはアプライト岩体の周囲

約 1m前後で微弱な熟変質を受けている.また,風化によって,全体が淡褐色ないしオ

レンジ色を巌している.岩体には鉛蘭ならびに水平方向の節理面が発達している.鏡下で

は石英,カリ長石,斜長石の繊維状の他形結晶が観察され,ほぼ等粒,完晶質である.こ

れらの粒子間に赤鉄鉱が生成している.

アプライトの質入時期について明確なデータはない.しかし,寄問ら(1981)を参照する

と,図 1に示すように九州四万十帝にはほぼ中期中新世(14Ma前後)の年代を示す大崩

れ 市房山などの花園岩輝碧体が存在する.さらに,これら貫入碧体に伴うと考えられる

環状岩脈の存在が知られている.本地域の南西約2kmには市房山花園閃緑岩体が位置し

ており,本地域のアプライト岩体は市房山花圃閃緑岩体に伴う衛星岩体と見なされること

から,その貫入時期はおそらく中期中新世と推測される.

5.2. 屋敷野層

本層は,磯,砂,シル トおよび粘土からなり,基盤の四万十累層群を水平に覆う.本地

域内では,椎葉村屋敷野から大河内蜘 こいたる国選388骨縁沿いにその露頭が存在する.

しかし,実際の分布は散在的である.また,南郷村上渡川付近にも本層の相当層が認めら

れる.地形的には,とくに本地域の尾根部や山腹緩斜面に散在的に存在するが,谷部や河

川部には存在していない.本層を覆って平均40cm犀のアカホヤ火山灰層が認められる.

また,土石流堆横物や山灘崩壊堆横物に覆われている場合もある.
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砂磯層中の磯は,四万十累層群起源の砂岩,貫岩を主体とする.磯の多くは偏平な楕円

形もしくは円盤状である.磯の大きさは殆どがpebble～cobbieである.砂質部は細粒～

廃絶粒の砂粒から構成され,砂凍層の基質部に相当する.詳細にみると砂質郡に斜交層理

や磯のインプリケーションなどの堆櫓構造が認められる.

シル ト･粘土は特徴的に淡褐色ないしオレンジ色を屋している.しばしば,黒色の炭化

木片や植物片を含んでいる.

砂棟層とシ)i/卜･粘土層のそれぞれの単層の浮きは5cm～70cm程度であり,平均20

cm～30cm程度である.両者は垂直方向に繰り返し出現するほか,側方へもしばしば漸移

している.また,両者をトラフ形に切って発達する砂磯層が存在しており,このような部

分は旧河川に相当していたものと考えられる.

本腰の澱大層犀は確認された限りでは約 10mである.本層の形成年代については検討

中であるが,おそらく第四紀更新世と推測される.本腰に相当する層相は本地域ならびに

九州山地の尾根部や緩斜面に散在的に,頻繁に認められる.しかし,本層に相当する山間

部の砂磯層に関する報告はほとんどなく,今後,詳細に調査検討される必要がある.

5.3. 山鹿崩壊堆積物

山麓崩壊堆脚 勿は四万十第層群由来の碑,砂,シル ト,粘土からなり,基盤の四万十累

層群や屋敷野層の一部などを覆う.とくに,大薮川上流域の椎葉村広野付近,-ツ瀬川沿

いの椎葉村屋敷野付近から大薮付近など散在的にその分布が認められる.また,これら山

兼崩壊堆簡物の分布は,-ツ瀬川からの比高 150m～600mに位置する山灘緩斜面の分

布にほぼ-致している.

6. 地 質 構 造

ここでは日向大河内地域における四万十累層群の地質構造,とくに地質図スケールの相

曲と主要な断層の露頭観察の結果について述べる.

6.1. 摺曲

本地域ならびにその周辺における四万十累層群の層理面あるいは片理面の-般発向は北

東一南西であり,北西方向に10わ～60Dの低 ･申角度で傾斜している.しかし,詳細に走

向ならびに傾斜の変化を調べると,東一啓 トレンド,酋プランジの軸を有するいくつかの

摺曲構造が存在することが明らかとなった(図4,9).いずれの神曲も片深部の長さが3

00m～1000mのものである.図9は本地域の四万十累層群の地質構造について示したも

のである.この図9では,層理面ならびに片埋面などの簡構造の走向が示されている.ま

た,図10は,このような面構造のうち片埋面をウルフ網に下半球投影したものである.

これらから,衛構造の走向は場所によりかなりばらつきがあることがわかる.-罪,群純

な走向の追跡から,本地域ではその北側に東西性の背斜構造,南側に東西性の向斜構造が

推定される.背斜軸は三方岳衆側から-ツ瀬川へと通過しており,ほぼ酉にプランジする.

向斜軸は三方岳西側の柁谷沿いを通過し,大薮川との合流点付近で西北西に向きを変え,

-ツ瀬川沿いの吐野付近に至る.向斜軸もほぼ酉プランジである.背斜,向斜のいずれも
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掻く開いた形態を有している.この背斜一向斜の組合せによって面構造の走向はほぼS字

状に変化する.

∩-79Fig.10 Lowerhemispherestereog
raphicprojectionofschistosityont

heWuifflsnet.図10 片理衝のステレオ投影図 (ウルフ網の下半球投影).

田中ら(1992a,b)も神門地域で,同様な規模を有する緩く開いた背斜と向斜の組

合せからなる摺曲構造が存在することを指摘している.とくに小丸川沿いに軸の通過する

"鬼神野背斜''がその典型であるとした.本論ならびに損率ら(1992a,b)で

明かとなったこのような掻く開いた相曲の軸はいずれも,図2の地質図に示すように,東

部では北西一南東 トレンド･北西プランジである.しかしそ

の西方では前述の様に禰曲軸は栄一西 トレンド･西プランジとなる.したがって掩曲軸は

北西側に扇形に開いたように配列している.このような神曲軸の トレンドの北西一南東方向

から衆一酋方向への変化は,さらに規模の大きい稽曲の存在する可能性を示唆していると

考えられる.本地域ならびに周辺地域に存在する相曲構造の形成時期については現在のと

ころ具体的なデータを得ていない.しかし,各ユニットが稽曲構造に参加していることから,-運の

相曲の形成時期が各ユニットの構造的累蓋の完成後であることはほぼ疑いない.また,杏地域における掩曲軸の方向

性の変化は,-般に屈曲と呼ばれているものと呼応している可能性が考えられる.九州四万十帯には,鹿児島

県北健地方の"北薩の屈曲"(橋本,1962;Murata,1987b;

米田 ･岩松, 1987)や熊本県人吉盆地付近の "人吉屈曲"(Murata,1987a)などの大規模屈曲構造の存在が指摘されている.Murata(1987a,

b)によれば,これらは,中期中新
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6.2. 断層

本地域には断層面の傾斜が300来朝の低角度断層と,300-900の中 ･高角度の断層が

存在する.ここでは,それぞれの断層の特徴について述べる.

6.2.1. 車 ･高角庶断層

本地域内には各所に申 ･高角度の断層が存在する.地質図(図2と図4)にはこのような

断層のうち比較的規模が大きい,地質図上での トレースが 1km以上の中 ･嵩角度断層に

ついてのみ示している.これらはいずれも-ツ瀬川沿いに確認されたものであり,栄一西

系と北西一南東系の2系統のものが存在する.断層に沿った変位については地質分布に顕

著な影響が認められないことから,いずれもかなり小さいものと思慮される.以下に,中 ･

嵩角度断層のうち椎葉村本郷付近の-ツ瀬川河床の断層露頭 (以下,本郷断層と呼ぶ)に

ついて述べる.

本郷断層

本郷断層の露頭位置を図 11(a)に示す.同じく,断層面上の条線ならびに断層面のス

テレオ投影結果をそれぞれ図11(ら),(C)に示す.本断層は-ツ瀬川河床にその露頭が

認められる.断層面は北に700から900傾斜する.破砕帯は幅 1m未満で圃結した断層
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角硬岩からなる.断層角裸は変質してやや灰白色を帯びた緑色碧輝と,おそらく吐野ユニッ

ト由来と考えられる砂岩からなる.断層角裸岩の基質部には片理面様の薗構造が顕著に発

達している.断層角疎密に発達する片理は碧塊を迂回して発達しており,鱗片状を豊する.

この破砕帯を挟んで,その上盤を構成する岩石は大河内ユニットの緑色岩額であり,下盤

は吐野ユニットのスランプ構造が顕著な砂岩賞岩の相互層である.上盤の緑色岩頬には条

線をともなう鏡肌が発達する.本郷断層周辺の吐野ユニットは無数の小断層によってブロッ

ク状に分断されている.-罪,大薮ユニットの緑色岩頼中にも癒着した努断簡を有する小

断層が認められる.これら小断層は本郷断層形成あるいは活動時に副次的に形成された可

能性がある.本断層の活動の詳細についてはよくわかっていないが,断層面上の条線は

dip-slip成分の卓越を示唆するものと思われる.今井ら(1979)によれば,吐野ユニットと

大河内ユニットとの間には大薮衝上断層が存在すると貰われてき串.本露頭では確かに改

野ユニットと大河内ユニットの境界郡に破砕帯を伴う断層が存在していることが確認でき

た.しかしながら,本質頭でみられる断層面の傾斜角度は700- 900という高角度であっ

て,今井ら(1979)が指摘したような低角度の衝上断層には見えない.また,本地域の地質

分布からみても爾ユニットの境界は水平ないし低角度であり(図5),"商角度断層"の影響

をほとんど受けていないようにみえる.したがって本郷断層は吐野ユニットと大河内ユニッ

トを確かに墳しているが,今井ら(1979)が指摘した大薮衝上断層とは直接関係があるとは

必ずしも貰い難い.

6,2.2. 低角度断層

(a)延岡衝上断層 (延岡構造線)

今井ら(1979)によれば,三方岳ユニットと大河内ユニットは延岡構造線あるいは延岡衝

上断層とよばれる低角度断層によって墳されると考えられているが,本地域内ではこれら

に相当する断層は認められなかった.むしろ,各層の境界部付近の岩相は漸移するように

見える(田中ら, 1991).そこで,筆者らは田中ら(1992a)で報告された神門地域西方に

ついても再調査を行った.その結果,田中ら(1992a)では判然としなかった三方爵ユニッ

トと大河内ユニットの境界について,図 12(a)に示す地点において興味深い事実を得る

ことができた.この地点はすでに田中ら(1992a)で報告した地域内にあり,小丸川上流部

の稚寒村栂尾付近にあたる.この露頭では,大河内ユニットと三万番ユニットの関係が観

察される(図 12(ら)).露頭では大河内ユニットの硬質常磐に片埋面を切る水平一低角度

の野断面が幅3cm～ 1mで顕著に発達している.この勢断面は田中ら(1992a)で記載し

たS2に相当する.連続性の良い努断面を側方に追跡すると,ときに幅10cm前後の破砕

帯に移化する.破砕帯は弊断面と同様に水平一低角度の姿勢を示す.破砕帯内は園結した

断層角機密からなり,小量の宋回路粘土を伴う部分もある.断層角硬岩はほぼランダムファ

ブリックであり脆性的な変形を示す.また,破砕帯は叡大で幅30cm程度となるが,さら

に側方へ数m追跡すると次第にその幅は小さくなり途絶して,やがて努断簡の発達した

硬質貫岩へ漸移する,このように断層角磯岩は不連続に発達している.この断層角磯岩

を挟んで裸質欝岩の構造的上位には片状砂岩やチャートラミナイト棟の千枚岩,チャー

トが按している.片状砂岩や千枚岩は三万番ユニットに属するものと考えられるので,

三方岳ユニットと大河内ユニットの境界部には部分的に断層角硬岩で衆現される破砕
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1m(a)
(b)Fig.12 BoundaryfaultbetweentheSanbo-dakeUnitandOkawachiUnit.(a):lo

cationoftheoutcropofthefaultshownonthe1/25000mapsheet"llyuga-Oka

wachi"ofGeograph.Surv,Instit.;(b):sketchoftheoutcropof
thefaulL図12 (a):三方岳ユニットと大河内ユニットの境界断層の露頭位置.地

形図は国土地理院発行の 1/25000｢日向大河内｣を使用 :(b):
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7. 考 察

四万十帯の各ユニットの境界

筆者らは,田 中ら(1992a)において,神門地域西方で四万十帯が5つの層柑ユニットに

分類できることを示した.また,その際に各ユニットは一見生食-連の地層群にみえるこ

と,しかし,各ユニット間に若干の構造的不調和が存在することを報告した.JBで,境

界郡に濃紺 る関係については明確に署及しなかった.これは各ユニット間の関係を観察で

きる露頭などが極めて乏しいことによる.従って,本論では,各ユニット間の構造的上

F
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下関係を塵祝した.本地域で級別されたこれら5つのユニットは,構造的上位より下位に

向かって,尾崎山ユニット,三万番ユニット,大河内ユニット,吐野ユニット,大薮ユニッ

トである.これらのうち今回の調査によって各ユニット間の境界部を直接観察できたのは,

尾崎山ユニットと三方岳ユニット間,三方慮ユニットと大河内ユニット間,大河内ユニッ

トと吐野ユニット間の3つについてである.錯預において確認された限りでは,3つのユ

ニット間の関係はいずれも断層関係であった.

尾崎山ならびに三万番ユニット間については,砂岩や泥繋碧に発達する片理の発達程度

が境界部において肉眼で識別される程度に明確に輿なることなども露頭における観察結果

と矛盾しない.

三万番ならびに大河内ユニット間は,前述のように両者の間に低角で不連続に断層角硬

岩が挟まれることがある.一方,断層角硬岩を伴わない部分では間者の岩相は整合的に漸

移するように見える(田中ら, 1991).しかし,断層角硬岩近傍の大河内ユニットの凍質

貫岩には,田中ら(1992a)の報告や,あるいは図13に示した例のように本来努断面とし

て形成された可能性の高い面構造がよく発達しており,明かに両ユニット間の境界近傍に

おいて弊断変形を被っている.なお,このような爾麟造を有する硬質貫碧は,地殻浅～深

部にかけてのやや延性的な変形環境下で形成されるような断層碧に極めてよく類似してい

る.また,同様の岩石は大河内ユニット中に頻繁に認められる(但し,岩松 ･THt(1986)によ

れば同様のみかけを呈する海底地すべり堆櫓物も大河内ユニット中に共存している).し

たがって,必ずしも両者は断層角硬岩によって嚢現され得るような明瞭な破砕帯のみで接

するのではなく,ある程度の広がりを有した変形帝をなしているものと推測され,両ユニッ

トの違いはこの変形度ないし変形環境の違いを反映しているものと推測される.とくに大

河内ユニットは凍質質碧の努断変形構造で特徴づけられるような強い努断変形を被った変

形帯(暫断滞)に相当していた可能性が高い.

大河内ならびに吐野ユニット間は,-那,本郷断層のような高角度断層で按することが,

今回の調査において明かとなった.しかし,このような嵩角度断層は,実際の水平ないし

低角な地質分布とは不調和なものである.今後,渡辺(1985)の報告などを考慮に入れた詳

細な検討が必要であろう.

吐野ならびに大薮ユニットの関係については詳しくわかっていない.爾ユニットは本地

域東方の南郷相模策付近では-部商角度の断層で按しているが,この付近では両者の岩相

は頻繁に漸移しており,厳密なユニット区分は不可能になってくる.また,構造的にも顕

著な斜交性は存在しないようである.両ユニットは本来,同時異相の同-層準であった可

能性も十分あり得ると思われる.

8. ま と め

日向大河内地域ならびにその周辺地域の地質調査を行った結果,以下のような事実が明

らかになった.

1.日向大河内地域における四万十累層群は,砂岩京岩など砕簡便唯啓碧頬と玄武岩質火

山岩燐を起源とする緑色岩頬よりなる.また,緑色碧頬には石灰岩やチャートが伴われ

ている.海底すべり相も頻繁に認められる.
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2.本地域の四万十累層群は,5つの層相ユニットに区分可能である.これらは構造的上

位より下位に向かって,砂岩 ･賞岩よりなる尾崎山ユニット,片状砂岩 ･千枚恕 ･チャー

トなどよりなる三万番ユニット,硬質賞岩 ･緑色碧類 ･多色性珪質貫碧などからなる大

河内ユニット,砂岩貰岩互層を主体とする吐野ユニット,貫岩を主体とし砂岩ブロック

を含む大薮ユニットである.

3.神門地域と同様に,本地域には地質図規模で背斜一向斜の組合せからなる神曲構造が

存在する.この相曲構造はさらに大規模な屈曲様の掩曲によって濃複されている.

4.5つのユニットのうち吐野ならびに大薮ユニット間を除く他の関係は,互いに断層関

係にあると考えられる.

5.大河内ユニットには,勢断変形の痕跡が頻繁に認められる.本ユニットはかつて大規

模な変形帯ないし努断帯であった可能性がある.

6.吐野ユニットにはアプライトの質入碧体が認められる.質入暑体は市欝山花園閃緑岩

体の衛星碧体として存在していると思われる.その際入時期はおそらく中期中新世であ

ろうと推測される.

7.椎葉村屋敷野ないし大河内峰付近には四万十累層群を不整合に覆う,河川成ないし湖

戒と推定される磯,砂ならびにシル ト,粘土からなる地層が存在する.これらは,第四

紀更新世に形成されたと考えられる.
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Summary

The Shimanto Supergroup is widely distributed in the Hyuga -Okawachi area, central Kyushu,

Japan. It is divided into the five units with respect to lithofacies, tectonic deformation and

metamorphism; namely, Osakiyarna Unit, Sanbo-dake Unit, Okawachi Unit, Hakino Unit and Oyabu

Unit in structurally descending order.

The Osakiyarna Unit is mainly composed of sandstone and shale,

The Sanbo-dake Unit consists of schistose sandstone and phyllite with intercalations of thin

bedded chert.

The Okawachi Unit is characterized by melange-like facies. This unit is made up of well cleaved

shale including of various lithologies (so called "block-rich shale" ), green rocks and siliceous shale.

The block-rich shale of the Okawachi Unit was suffered from brittle and ductile shear deformations.

Deformational structures resemble those of fault-related rocks in brittle and ductile shear zones.

The Hakino Unit is formed by alternating beds of sandstone and shale, together with shale

including slump blocks of sandstone.

The Oyabu Unit is chiefly composed of "massive" shale with sandstone blocks.

Slump structures are prevalent in all five units. These units show NE- SW trend with northward

dipping as a whole. However, detailed structural analyses of bedding plane and schistosity revealed

that folds on mappable-scales trending E-W and plunging westward are recognized in all the five

units,

An aplite dyke regarded as Middle Miocene in age intruded the Shimanto Supergroup in the area.

Pleistocene Yashikino Formation unconformably over lies Shimanto Supergroup, The formation

consists of gravel, sand, silt and clay of about 10 meters thick.

Key Words: shimanto supergroup ; nobeoka tectonic line; oyabu thrust; aplite,




